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油査湾の多毛類相

大和田 隆

Polychaetous Annelids of Aburatsubo Bay 

Takashi 0HWADA 

Abstract Polychaetous annelids of Aburatsubo Bay were studied for two years. Many species 

new to the area wer巴 recordedincluding sev巴ralnew to Japan. Faunistic list is provided together 

with taxonomical and ecological comments. 

はじめに

神奈川県三浦半島油査湾付近の動物相については，

Fauna Misakia （東京大学理学部附属三崎臨海実験所

1972）にそれまでに報告された種がまとめられている

が， 筆者が1983''1三7月から2年間にわたって油輩湾内

の多毛類（環形動物〉の生態学的研究を行ったところ，

日本未記録種を含む多数の未記録砲が採集された。湾

内で採集された多毛類は， 21科41属にわたるが，それ

らのうち26種を極まで同定することができた。今回の

報告ではこれらの種について，その形態的 ・生態的特

徴を簡単に述べたい。

採集場所および採集方法

標本の採集にあたっては，三浦と｜土品油涜湾内に湾内

の底質を代表する 3定点を設定し＂ 1983年7月から19

85年6月までの2年間にわたり，毎月 1固定期採集を

行った。第1の定点は水深2mの砂質底ー（silt-clay1 

%以下）， 第2の定点は水深Gmのi沙泥底〔siltclay 

389ぢ〉，第3の定点!j:1Jι深Gmの泥底（silt-clay80 ~引

である。砂泥底，泥底においては夏期を除き，底質表

面に白色がかった酸化層が観察され，泥底においては

夏期に強L、硫化水素臭が認められた。

毎月の採集にあたっては，小型エクマン ・パージ型

採泥器を用いて，各定点において4回ずづ採泥を行っ

た。採泥試料はそのまま10%ホノレマリン海水で固定し

た後，東京大学海洋研究所に持ち帰り，O.5 mm, O. 25 

mm, O. 125 mmの目合いのふるいで順次ふるい分け，ふ

るいヒに残った物の中から多毛類標本を選別し，7096

エタノーノレ中に保存して研究材料とした。

多毛類目録

情］は日本新記録極

（体各部の名称、については，図1および2参照。〉

Phy llodocidae サシハコカイ干ヰ

• Anaitides例。culataLINNAEUS, 1767〕ライノサシ
パ ：体背面は緑がかり， 3本の黒い縦走線が走る。

背触君主（dorsalcirri）は大きく長方形である。 IzuKA

(1912）がPhyllodocegroenlandicaとして三崎から

報告したものは，本種と同一であると息われる。北

太平洋，北大西洋に広く分布。

Pilargiidae カギゴカイヰヰ

白Sigambrabassi (HARTMAN, 1947) .大きな鈎状剛

毛が第14番目の背足校から出現。感触手（antenna)

は副感触手（palp）よりも長く，背触努，腹触毅がよ

く発達。大型｛同体では，背足校の背面に深緑または

褐色の鞍状の構造が認められる。 i泥底，砂泥底に生

息。 6-7月にかけて成熟し， 浮遊幼生は貧酸素期

の8-9月にかけて，約10体節のII寺に海底に降りて

くる。親個1*/ltは生殖後消滅。米国沿岸からのみ知

られていた。

Hesionidae オ トヒメコカイヰヰ

• Micropodarke dubia (HESSLE, 1925）ミクロオトヒ
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A B 
図1 休前部の形態（背面〉 A シリス科 B スピオ不｜ 1：感触手 2: 副感触手 3：感触髪

4：口前葉 5：図口節 6：背触君主

6 4 6 

A B c 
図2 re足の形態〔前面〕 A シロガネコカイ科 B シリス科 c スピオ科
1：背足校（a：後葉 b：足刺葉 C ，前葉〕 2：腹足校 3・背触努 4：腹触努 5：偲 6：足刺

メ：感、触手は 1対，副感触手は2節よりなり，感触 認めることができる。感触努は l対， 背触祭はフラ

努 〔tentacularcirri〕は 6対。流足は uniramous スコ型で，第2体節はこれを欠く。砂質底において

で，吻の先端には19の乳頭突起が環状に配列。歯を 周年繁JI宣。 性成熟個体には長い遊泳岡lj毛が生じ，

欠く。砂質底に生息。成熟位｜体は4-6月にかけて 巴pitokeへと変身する。受精は生殖遊泳中に水中ても

認められ， 浮遊幼生の着底は 6月から観察された。 起こるものと思われる。雌は海底に戻った後，受精

デトリタス食性と思われる。 卵を腹部に抱いて5岡リ毛節になるまで・nm育する。浮
Syllidae シリス科（図1A, 2 B参照〉 遊幼生期はない。南アフリカのCapeAgulhasから

5ρhaerosyllis capensis DAY, 1953：多数の繊維状 のみ知られていた（DAY1953, 1967）。

物質を含む球形構造が， 第4体節以後背触君主の背側 ιStreptospinigera sp.：体長1-2mrn。感触手は3本，

に埋め込まれ，ローズ ・ベンガル染色により容易に 感触努は 2対。副感触手は基部で融合している。咽
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写真2 Cossura coasta：体前部，背側面第3剛毛節

の背面に長い感触揚が認められる〔スケーノレバ

ー＝O.5mm) 

写真I Nephtuρcaeca：ハヤテシロガ

ネゴカイ ：休前半，背面（幼若

個体；スケーノレバー＝O.5mm) 

頭に歯はない。体前部には大型の剛毛・足刺がある。

Composite spinigerと superiorcapillary simple 

setaをもっ。第9剛毛節以後，数節からなる長い背

niu毅と平滑な短い背触諸君とが交互に出現する。1沙質
底に生息し，成熟個体は冬から春にかけて認められ

る。 i生成熟個体は epitokeに変身する。放卵・放精

は生殖遊泳中に行われる。浮遊幼生は4 6月にか

けて数体節の時に海底に降りてくる。親個体群は生

殖後すれこ消滅する。新種と忠、われる。

• Exogone verugera (CLAPAREDE, 1868) : 3木の感

触手， 1対の感触努とも非常に短い。 副感触手は長

く，互いに融合している。背触翁，腹触君主は非常に

短く充足の先端をこえない。咽頭には歯が1木。ア

マモ場の底質に生息。性成熟個体は epitokeへと変

身する。幼生を腹部に抱いてnr日育する個体を確認。

Nephtyidae シロガネゴカイ科（図2A参照〕

• Nephtys caeca (FAsrr1c1us, 1780〕ハヤテシロガネ

ゴカイ（写真 1）： 鈎状に湾曲した飽が第4剛毛節か

ら出現する。背腹両足刺葉 （acicularlamella）は，

中央部に切れ込みをもち， 2 ~震を呈する。両足校と

も後葉（postacicularlamella〕は非常に発達し，

広い膜状となる。湾内でるは稀。

• Nephtys poかbranchiaSOUTHERN, 1921 ミナミシ

ロガネゴカイ ：ほぼまっすぐな偲が第5剛毛節から

出現する。背腹両足利葉は足利を中心に3角形に突

き出る。両足校とも後葉はあまり発達しない。シロ

ガネゴカイ科に特徴的な横線剛毛は，体前部にのみ

存在し，後方では針状剛毛に置き換わる。成熟個体

は夏期を中心に出現し，ネク トキータ幼生も主に夏

期に採集される。同科は， 一般に肉食性といわれて

L、る（FAUCHALD& JuMARS 1979）が，本種の消化

管内には常に黄褐色のデトリタスが観察された。

• Micronephthys sphaerocirrata sphaerocirrata CW-

ESENBEflG LUND, 1949）：銀は認められなL、。背腹

両足刺楽はほぼ円錐形で，前菜 ・後葉とも非常に未

発達である。叉状剛毛をもっ。 Lee& Jae (1983) 

は吻の乳頭突起数の違い等に基づいて， M.sphaero-

cirrata orientalisを創設したが，泊査湾産の標本の

乳頭突起数は8-11で，M.spha酔 ocirratasρhaerocir-

rataの原記載とよく一致する。湾内では一時期のみ

採集されているので，偶然出現種と恩われる。

Glyceridae チロリ科

• Glycera siρhonostoma (DELLE CmAJE, 1825）：長

い吻には大きな顎が4つ。前日葉は円錐形で9環輸
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をもち，各体節は 2体輸を有する。紙、はない。死足

の背腹両前葉は後葉より顕著に長く，前葉 ・後葉と

も先端は尖っている。肉食性。湾内では荷lo

Lumbrineridae ギボシイソメ科

• Lumbrineris longifolia hrAJIMA &H1cucm, 1975: 

体は非常に畏く，顕著な顎をもっ。前口業は鈍円錐

形で附属器をもたない。自思を欠く。体後部の死足で

は後葉が非常に長く突き出す。複岡lj毛はなし、。砂泥

底，泥底に生息。幼生は短い浮遊期間の後，冬から

春にかけて2-3剛毛節の時に海底に降りてくる。

Dorvilleidae ノリコイソメ科

* Protodorvillea kefersteini (MclN'l'OSI-I, 1869〕：前

口業は鈍円錐形で，小さい梶俸状の感触手とよく発

達した副感触手を各l対もつ，顎は多数の小顎片か

らなる。沈足は背足京iJを欠き，叉状剛毛を有する。

日本産のものは死足の形態に基づいてP.gracilisと

されてきたが，HOBSON(1971〕によれば，P.gra-

cilisと P.kefersteiniの死足の形態は相互に変わ

りうるものであり，両極はシノニムである。油琵湾

産の標本でも同）個体内に ”両種＂の沈足が観察さ

れた。砂質底において周年繁殖し，出現に季節性は

認められない。

• Schistomeringos japonica〔ANNENKOVA,1937）：前

口葉は円く，数節からなる感触手 1対と同級の長さ

で2節からなるよく発達した副感触手1対をもっ0

'5Jnは多数の小顎片からなる。沈足は背足車iJ，叉状剛

毛を有する。湾内では稀。

Spionidae スピオ科 （図 1B, 2 C参照〕

• Prionospio (Minuspio) cirri/era WrnfrN, 1883：休

長15mrn以内。前日葉は前方に広がり，前縁は平ら，

後端iは細く尖る。閉口節には低い lateralwingが

ある。平滑な問、が第2剛毛節から 6-8対存在。本

種の分類は非常に混乱しているが，油資湾産のもの

はMACIOLEK-BLAKE(1983）の再記載とよく一致す

る。主に砂泥底，泥底に生息し，夏期を中心lこ周年

繁殖する。幼生は，浮遊生活1ヶ月以内に約20剛毛

節に達した後に着底し， 急速に成長する。 1年間に

数世代が出現すると思われる。湾内の溶存酸素濃度

が最低を記録した時に，個体群密度が最大となった

ことは， 本穫が貧酸素耐性をもっていることを示唆

している。

• Prionospio(Prionospio) malmgreni CLAPAREDE, 18 

69：前口葉は前方に広がり，前縁は平ら，後端は和1

く尖る。囲口節には低い lateralwingがある。 4
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対の自，~が第 2 剛毛節か ら出現，第 1 番目と第 4番目

の偲は長く，主軸に沿って多数の小さな突起を有し

羽状となる。第2番目と第3番目の偲は短く，表

面は平滑である。第7剛毛節には， 背面を横切る顕

著なl段状隆起が認められる。P.mating印刷の原記

載からは憾の配置は明確ではないが，本種は一般に

4対の館、が上記の配列をするものと理解されてい

る。 iii蛮湾産のものはDAY〔1967）の記載とよく一

致する。冬から春にかけて砂泥底および泥底で採集

された。

本P円onospio(Aquilaspio) sexoculata AuGENER, 19 

18：前口葉の先端は鈍円形，後端は細く尖り，側縁

は囲口11i1から張り出したlateralwing1こ被われる。

第1剛毛節は未発達。 主軸に沿って多数の小突起を

有する羽状の舵が第2岡lj毛節から 2-3対存在（体

長10mrn以下の個体では2対〕。体節の背面を横切る

朕状隆起は認められない。被衷鈎状剛毛は主歯の上

に2-3個の小歯をもっ。年間をとおして砂泥底で

少数が採集された。繁鴻ltllは春の終わりから初夏に

かけてと思われる。

• Paraprionospioρinnata (EHLERS, 1901〕：ヨツノく

ネスピオ；大型。前口業の先端は円く，側縁は囲口

節から張り出した大きな lateralwingに包まれる。

主軸の両側に小突起が板状に密生した大きな偲が，

第1岡lj毛節から 3対存在。第 1剛毛節には，背面を

横切る顕著な膜状隆起が認められる。 TAMAI(l985〕

は，形態的 ・生態的特徴に基づいてP.ρznnataを4

typeに分けたが，油歪湾産のものは富栄養化の指標

となる typeAである。

記Rhynchosρioglutaea (EHLmis, 1897〕；小型。前日

3誌の前縁は左右に角状に突き出す。偏平で細長い使、
が第2河lj毛節から体後部まで存在する。主に砂泥底，

泥底に少数が出現。繁殖 ・出現には明確な季節性は

認められない。本穫はopportunisticな種 〔GRASSLE

& GRASSLE 1974〕と思われる。

ドSpioρacificaBLAKE & KuDENov, 1978：前口葉の

先端は円 く， 背面中央に縦織を有する。 Caruncle

は2叉に分かれ， その側面は 1対の nuchalorgan 

によって固まれる。｛扇平な館、が第1剛毛節から休後

部まで存在。体表面には褐色の色素が多数分布する

が，油蛮湾産のものは眠中部の色素帯を欠く点で，

様式産地オーストラリア産の桜本と多少異なる。砂

質底に生息し，春から秋にかけて長い繁殖期をも

っ。浮遊幼生を出すと思われる。



Cirratulidae ミスヒキゴカイヰヰ

• Chaetozone setosa MALMGUEN, 1867：前部は円錐

形。第 1 問lj毛節の前縁には， 中央にfi）~をもっ大きく

て長い1対の副感触手がある。糸状のff1'1)糸は，第1

同lj毛節から休中部まで存在する。体後部では，鈎状

剛毛が体節の両側に連続して一列に配列。 C.spino・

sa MOORE, 1903に見られる紋状岡lj毛は認められな

。、L 
Chaetopteridae ツハサコカイ平ヰ

• Mesochaeto戸terusminuta POTTS, 1914 （写真2): 

スナタパムシ ：体は細長く，3つの部分からなる。

前口葉は小さく，四日節は半漏斗状。 1対の副感触

手は前口業基部から生じ， 体後~＇ill まで達する。休前

部 10-11剛毛節は焼状剛毛をもち，休中古i[l2岡lj毛節

は非常に長く ，鈎状岡lj毛をもっ。接管は砂粒で造ら

れ，多数集まって束になる。 湾内では砂質底に一時

期のみ短期間出現した。

Paraonidae パラオニス干ヰ

• Aricidae elongata hrAJIMA, 1973：体は細長く，固

定標本はしばしばラセン状に巻く。鈍円錐形の前口

葉は背面中央lこ1本の細長い感触手をもっ。 1920 

対の股が第4岡lj毛節から出現，最後の4対は著しく

伸長する。 先端に針状の付属物をもち先端内側に小

歯を有する特殊な金｜状剛毛が，体中部から！復足枝に

存在。主に砂質底に少数が出現。

Opheliidae オフエリアコカイ科

・An叩andialanceolata WILLEY, 1905：体は細長 く

紡錘形。体背而は隆起し，腹面中央には満が縦走す

る。体側に蛇糸， [IJ~点をも っ。 l江環節には14-18本の

側目工触第一と 1本の腹目工触幾をもっ。砂質底に生息

し， I沙粒を呑み込み表面の有機物を消化 ・吸収す

のみ，第8-9体節は被裏鈎状剛毛を有する。雄に

は第8-9岡lj毛Ri'i背面に生殖剛毛が存在。本亜穫の

分類は混乱しており〔WARREN1976），形態的には

区別することが困難でいあるにもかかわらず生態的に

は顕著に異なる siblingspecies (GRASSLE & GRA-

SSLE 1976〕の存在が知られている。illl盗湾内て1土，

j泥底 ・砂泥底に出現するが，繁殖・出現に季節性は

ない。幼生はト ロコフォア幼生になるまで母親の楼

管内でII甫育された後，短L、浮遊生活を送り，12刷毛

節の！時に海底に降りてくる。幼生は着底後急速に成

長し， 1ヶ月以内に性成熟に達する。油蛮湾産のも

のは， opportunisticな生活を しているものと思わ

れる。 雌雄同体の個体が，ごく稀に採集された。

Pectinariidae ウミイサコムシ科

• Lagis bocki (Hi;;ssLE, 1917）ウミイサゴムシ ：体は

前方に幅広く後方に狭いほぼ円錐形。頭部背面の両

側には 1012本の黄金色の鞭状線針がある。頭頂膜

は半月形で，外縁に23-28本の指状突起をもっ。飽

は第3・4体節に各1対。核管は砂粒で造られ，両

端が／jfj~ 、た円錐形。底質中では頭部を下にして逆立

ちの状態で生活している。

おわりに

今回の調査では，FaunaMisakia (1972）には報告

されなかった汚染指標種（Prionospiocirrijera, Para-

ρ円onospioρinnala(Type A〕，Cossuracoasta, Ca-

ρitella capitata caρitata〕の生息、が確認された。 この

ことは油査湾内の汚染が確実に進んでいることを示し

ている。
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に長い感触努が第3岡lj毛節背而中央から生じる。最

初の2体節は剛毛を欠く。主に泥底に出現するが， 文献

繁殖・出現に季節性はない。浮遊幼生は数体節で着 DAY, J. H., 1953. The Polychaeta fauna of South 
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